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1,150,000,000



概要

板橋キャンパス内で実際にリターナブルびんを循環させ、

環境負荷低減効果を実測する

造形表現学科

ブランド開発
広報、販促品デザイン

環境教育学科

データの集計、解析



東京家政大学
板橋キャンパス内

環境教育学科

造形表現学科



プロジェクト名

〜びんで描く、びんで繋げる〜 be draw project



ブランディング過程

イメージの共有

色味／さわやか／繋げる／巡る／未来／描く

STEP

３

プロジェクト名決定

"vidro"（ビードロ）✕ "draw"（描く） ＝ 「be draw project」

ガラスびんで未来を描く

デザイン

各種アイテムのデザイン・作成

STEP

1

STEP

２



広報活動

販売促進

びんの循環

オリジナル企画

ブランディング



完成品（ロゴ）



完成品（オリジナルキャラクター）



完成品（キャップ袋カード・ボトルタグ）



完成品（回収BOX・王冠ドロップアート）



完成品（ポスター）



完成品（ポイントカード・缶バッジ）



制作物①ロゴ



制作物②王冠ドロップアート



課題と今後について

課題

今後 夏頃まで販売予定

解決策

• ポスターデザインの改良
• フライヤーの作成

現状

25%が回収されていない

リターナブルびんの回収率を上げる
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ご清聴ありがとうございました


